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特長:

・プッシュボタンRTL検証

・システム検証の高速化

・ANSI C++テストベンチの再利用

・プッシュボタンModelSim統合

・SystemCトランザクタ自動生成

・SystemCラッパー自動生成

・SystemC RTL、サイクル精度、ア
ンタイムドTLMによる高速なシス
テムレベル検証

・Verilog、VHDL、SystemCを含む
複数の出力言語

・OSCI準拠SystemC出力

Catapult C Synthesis
Automated Verification Extension

合成と検証の間のESLギャップを解消
1つの抽象レベルから次のレベルに進む毎に、シミュレ

ーション時間は桁違いに長くなります。

ASICがますます複雑化し、数百万ゲート規模となる中、

純粋なANSI C++等の言語を使った高い抽象度で設計する

ことにより、従来のRTL設計手法と比較して大幅な生産性

向上が可能になります。

しかし残念なことに、アルゴリズム合成の適用によって

得られた高い生産性向上も、従来の繰り返しを伴う検証テ

クニックにより簡単に打ち消されてしまいます。システム

レベル検証全体を効率化する目的で、多くの場合設計者は、

SystemCトランザクションレベル・モデルとRTLモデルな

ど、抽象度の異なるモデルを組み合わせて利用します。し

かしながら、これらの抽象度の高いモデルの開発において

は、階層や並列性、インタフェース・プロトコル等のハー

ドウェア的な詳細を組み込むのに時間がかかります。

このマニュアルによるプロセスは段階的リファインメン

トと呼ばれるものですが、これには複数の抽象度モデル、

ハードウェア・テストベンチ、各種デザイン・インタフェ

ースに対するトランザクタ等を開発し、管理することが必

要になります。

Catapult C Synthesis Verification Extension

Catapult C SynthesisのVerification Extension機能は、

アルゴリズムC合成と自動化された検証と組み合わせること

により、ESLデザイン・フローにおけるデザイン・クリエ

ーションと検証の間のギャップを効率的に埋めることで、

このボトルネックを直接的に解消します。この環境はANSI

C++からRTLのフローを自動化するだけでなく、ANSI C++

から検証へのフローを自動化し、RTL設計者に対しては

C++テストベンチの再利用、システム設計者に対しては複

数の抽象度によるモデル生成まで提供します。Catapult C

Synthesisはデザインへのインタフェースを自動的に生成し、

これによってユーザーは検証用テストベンチ、モデル、ト

ランザクタを段階的にリファインメントすることなく詳細

なアーキテクチャ解析と最適化を実行することができます。

Catapult C SynthesisはRTLとビヘイビアSystem Cモデ

ルの両方を自動的に生成することにより抽象度の混在した

検証を可能にします。生成されるビヘイビアSystem Cモデ

ルは、サイクル精度かつピン精度であり、しかもRTLより

10～20倍高速にシミュレーションできるよう最適化されて

います。この統合された検証フローにより、メンター・

グラフィックスのModelSim等のOSCI準拠シミュレータを

使ってプッシュボタン式にシミュレーションが可能になります。

Catapult C Synthesisの自動化された検証フローにより元のCソースと生成されたRTL
ネットリストの比較検証をプッシュボタン式に行うことができます。
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抽象度を上げることによる生産性の拡大

Catapult C SynthesisはSystemCトランザ
クションレベル・ラッパーを自動生成す
ることにより、元のCテストベンチの再
利用を可能にします。

テストベンチの再利用によ
る高速なRTL検証
Catapult C Synthesisでは、既存の

高速なANSI C++テストベンチを

Catapultから生成されたVerilogあるい

はVHDLのRTLを検証する時に再利用

できます。Catapult Cでは、RTL出

力と元のANSI C++テストベンチと

の協調シミュレーションを行うのに必

要なSystemCラッパーおよびトランザ

クタを自動的に生成することにより、

プッシュボタン式の機能検証を実現し

ています。この同じフレームワーク

は、ハードウェア・エミュレーション

やプロトタイピングにも簡単に拡張す

ることができます。

システム検証の高速化
抽象度の混在したシミュレーショ

ン環境では、システムに含まれる異

なる抽象度でモデル化されたブロッ

クを接続するためにトランザクタが

使用されます。しかしながら、従来の

TLM（Transaction Level Modeling）

ベースの検証環境では、トランザクタ

をマニュアルで作成する必要がありま

した。これは時間のかかる、エラーの

起こりやすいプロセスで、多くの場合

RTLモデル自体の作成と同じくらい複

雑かつ面倒な作業でした。さらに、イ

ンタフェースが変わるたびに新たなト

ランザクタを作成しなければならず、

マニュアルで何度も設計の繰り返しを

行う必要がありました。Catapult C

SynthesisのVerification Extension機

能はSystemCトランザクタを自動的に

生成し、これによってサイクル精度の

RTL出力とより高い抽象度のモデルと

を組み合わせたシミュレーションが可

能になります。このフローは、どのよ

うなTLMベースの検証環境にも接続

して利用できるという利点も併せ持っ

ています。

抽象化による利点の拡大
Catapult C Synthesisの自動化され

た検証フローにより、設計者は検証プ

ロセスで抽象度を混在させることが可

能になり、合成プロセスから検証まで

の一層の生産性拡大が可能になります。

従来のピン精度のタイムドRTLから純

粋なANSI C++アルゴリズム記述ま

で、様々な抽象度を使ってデザインを

記述し、検証することができます。

RTL検証と比較して10,000～100,000倍

高速に機能検証を行うことができる高

い抽象度の活用により、生産性の向上

が可能になります。
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